
令和6年度シラバス 理学療法士科
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理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ 第2版 石川朗 中山書店

自由記載

備考

書名 著者・編集者名 出版社名

理学療法実践ナビ　脳血管疾患編 園部　俊晴　他編 運動と医学の出版社

参考文献

病気がみえる　vol.7　脳・神経 医療情報科学研究所　編 メディックメディア

標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　神経内科学　第5版 川平和美　編 医学書院

自由記載

書名 著者・編集者名 出版社名

標準理学療法学　専門分野　神経理学療法学　第3版 森岡　周　他編 医学書院

教科書

小テスト

平常点

その他

自由記載

筆記試験 100%

レポート・課題

リハビリテーションの実際1　（症例を通して）

リハビリテーションの実際2　（症例を通して）

リハビリテーションの実際3　（症例を通して）

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

脳卒中の症状と理学療法④

脳卒中の病態①

時期別リハビリテーションの流れ①

時期別リハビリテーションの流れ②

時期別リハビリテーションの流れ③

時期別リハビリテーションの流れ④

脳卒中の症状と理学療法①

脳卒中の症状と理学療法②

脳卒中の症状と理学療法③

脳卒中の病態②

脳卒中の病態③

脳卒中の病態④

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 2 年次 後期

授業の目的・概要

中枢神経系の構造と機能を理解し、脳血管障害における病態や症状へと知識の整理と修得を行い、適切な理学療
法の検査・測定、リスク管理、治療立案までの一連の流れを知り、修得できるようになることを目的とする。

授業の到達目標

中枢神経系の構造と機能についての基礎知識を整理し、運動と感覚の関係性や伴う障害について説明ができるよ
うになる。また、疾患から生じる機能障害および能力障害の評価方法や、治療までの一連の流れを理解できるよ
うになる。

授業計画

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

中枢神経系理学療法学Ⅱ 講義・演習 前川　加奈・金森　慎治


